
【印章】 

朝夕はめっきり涼しくなり、秋空もさわやかな好季節になりました。今月の“イッピン”

は、先月ご紹介した「蒐 印 帖
しゅういんちょう

」に関連し、“實の印”「印章」をピックアップします。 

まず、印章の成り立ちについてふれてみたいと思います。発祥は紀元前 7000 年以上前ま

でさかのぼり、メソポタミアの人々が石や粘土、貝殻などを素材として個々の「印」を彫り、

自らの証として用いました。当時の人々は「印」には神聖な力が宿ると信じ、これを穀物や

織物など大切な所有物に押し、護守の封印としたのです。その後今から約 2300 年前（中国

の後漢時代）に現在の紙が発明され、書物への捺印の習慣があらわれ、日本に渡り現在に至

ります。 

さらに、明治６（1873）年７月に出された太政官布告（第二三九号）によって、証書の類

に花押などを用いることを禁じ、同年 10 月１日をもって証書には必ず実印を用いねばなら

ず、実印のない証書は法律上、証拠とならないことを定めています。 

また、主に「篆
てん

書体
しょたい

」を用いて印材に印章として刻む「篆刻
てんこく

」は、書画の落款
らっかん

などの伝統

文化や趣味の世界で用いられます。中国元時代に基礎が形作られ、日本には、江戸時代中頃

に渡来した独立
どくりゅう

・心
しん

越
えつ

ら禅僧によって篆刻の技法が文人や儒学者へ伝えられ、広まってい

きました。 

当館には實がしたためた書など多数ありますが、揮毫を頼まれると、未知の人からの依頼

であっても快く承諾して書いたので、晩年には休日は殆ど揮毫に費やしていました。題字や

詩書も依頼者に合わせた言葉を選んでいました。左下写真は大理石製のものです。長さおよ

そ８ｃｍ、印面は５ｃｍ弱、引首印
いんしゅいん

の印面は２．３ｃｍ×４．３ｃｍとなっています。 

右下写真のように、印材の頭部に「鈕
ちゅう

」と呼ばれる獅子や龍、干支の動物のほか、中国

の伝統にちなんだ動植物や想像上の神獣が施されているものもあり、バラエティーに富んで

います。 

 

（左）揮毫印「皋水」（朱文）  

（中）氏名印「齋藤實印」（白文）  

（右）引首印「仁者得其壽」（白文）  
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